
第８３号 作田隧道トンネル点検及び修繕計画策定業務委託 

報告書概要版 
 

1.業務目的・概要 
1.1.業務目的 

 本業務は、七戸町が管理する「作田隧道」を対象として、トンネルの安全な交通に資することを目的とし

て、下記の事項を実施した。 

(1)道路トンネル定期点検要領（平成 26年 6月 国土交通省道路局）に基づく点検を行い、劣化及び損傷状

況を把握する。前回点検は平成 24年度に実施しており、今回の点検は第 2回点検である。 

(2)予防保全型の管理を実施するため、トンネル長寿命化修繕計画策定を行う。 

 

1.2.業務概要 

(1)業務名  第８３号 作田隧道トンネル点検及び修繕計画策定業務委託 

(2)業務位置 青森県上北郡七戸町字銀南木地内 

(3)工 期  平成 30年 7 月 14 日～平成 30年 12 月 21 日（161 日間） 

(4)発 注  青森県上北郡七戸町 建設課 

      TEL：0176-62-6244 FAX：0176-62-6245 

(5)実 施  株式会社 復建技術コンサルタント 調査保全部 技術一課 

        仙台市青葉区錦町１丁目７番２５号 

        TEL：022-217-2041 FAX：022-217-2037 

        管理技術者 山下 智士 技術士(応用理学部門、建設部門) 

        照査技術者 塚田 利彦 技術士(総合技術監理部門建設) 

        担当技術者 細川 直 ＲＣＣＭ(トンネル) 

 

1.3.業務項目 

 本業務の業務項目は右表の通

りである。定期点検要領（平成

26 年 6 月 国土交通省道路

局）に基づく点検を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4.成果品の内容・部数 

 成果品の内容・部数は、下表の通りとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5.トンネル位置図・諸元 

 業務対象となったトンネルの位置および諸元を以下に示す。 
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2.トンネル点検結果概要   →次ページ：変状判定概要表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

出典：「道路トンネル定期点検要領」平成 26年 6月 P57 

出典：「道路トンネル定期点検要領」平成 26年 6月 P32 

3.トンネル長寿命化修繕計画策定 
(1)トンネル長寿命化修繕計画は次の基本

方針に沿って立案する。 

【基本方針】 

 ①修繕計画の立案目的は、「コストの平

準化」と「大規模工事の回避」とする。 

 ②定期点検実施によりトンネルの状態

を常に把握する。 

 ③トンネル維持管理に必要な実施事項

を設定し、実施事項ごとの維持管理費用

を推定する。 

 ④各年の維持管理費用が出来るだけ平

準化するよう実施計画を立案する。 

(2)一般公開を前提として作成した資料で

ある「トンネル長寿命化修繕計画(案)」

を作成した。 

(3)各年の費用を、「トンネル長寿命化修

繕計画表」に整理した。 

(1)点検対象トンネルの健全性はⅡであり、緊急

対応を要する変状は無いが、予防保全の観点から

措置（補修工事または監視）を講ずることが望ま

しい状態である。 

 

(2)スパン毎の判定は、ほぼ全てのスパンで判定

Ⅱであり、覆工全体で材質劣化による軽微な変状

が出現している状態である。 

 

(3)対策区分をⅡa判定（予防保全が必要）とした

変状は 5箇所で、うき 4箇所、漏水 1箇所であ

る。 

Ⅱaのうきはアーチ部の木片混入箇所周辺に発生

している。Ⅱaの漏水は終点側坑口部 S017 横断目

地部からの滴水で、路面滞水を伴う。 

 

(4)ほかの主な変状は、「(閉合)ひび割れ」、「う

き、うき(補修部)」、「濁音」、「鉄筋の露出、鋼材

露出」等であった。ひび割れ、うき、濁音等は過

年度点検でも確認されており、大きな変化は認め

られなかった。 

 

(5)本トンネルの今後の維持管理方針について、

以下に列記する。 

1)Ⅱa判定箇所は、直ちに対策工事を行うべき状

態ではないが、点検要領に従い 2年程度以内に近

接目視を再度実施することを推奨する。（H27 維持

管理便覧の表-5.3.1） 

2)現状の定期点検要領に従い、5年に 1回のトン

ネル定期点検を今後も継続する必要がある。 

 

作田隧道 L=196.3m
変状種類ごとの箇所数

箇所 アーチ部、側壁部 路面 附属物 合計

変状 ひび 閉合 うき 濁音 はく落 鉄筋露出 豆板 漏水 目地材 合計

　判　定 割れ ひび割れ (補修部)含む 鋼材露出 (にじみ,滴水) 劣化

41 4 1 13 1 60
Ⅱb 10 4 5 3 3 26 5 56
Ⅱa 4 1 5

0
0
0

51 4 9 3 4 3 1 27 13 6 0 121
空欄は箇所数0

合計

判定Ⅰ

判定Ⅱ

判定Ⅲ
判定Ⅳ
附属物×

PS S001 S002 S003 S004 S005 S006 S007 S008 S009 S010
Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

S011 S012 S013 S014 S015 S016 S017 S018 ＰＥ
Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

覆工スパン毎の健全

性の診断（構造物単

位） 
最も評価の厳しい変

状の健全性を、その

覆工スパン毎の健全

性とする。 

七戸町　トンネル長寿命化修繕計画表
年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
西暦 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047

トンネルを
30年間維
持するため
の費用

作田隧道
延長196.3m

万円；諸経費と8%

税込み。将来の
税率変更は考慮
無し。

定期
点検

定期
点検

補修
更新
設計

補修
工事

定期
点検

定期
点検

補修
更新
設計

補修
工事

定期
点検

定期
点検

補修
更新
設計

補修
工事

1,642 192 200 50 100 200 200 50 100 200 200 50 100
合計 1,642 192 0 0 0 0 200 50 100 0 0 200 0 0 0 0 200 50 100 0 0 200 0 0 0 0 200 50 100 0 0

【設定条件】 本体点検費 ：2018年の費用は、「H30点検業務の委託費積算額」から、長寿命化計画分を除いた額で算出した。以降の費用は同等程度と想定した。
設計費 ：現状で早急な対策工は不要であるため、10年後に小規模な補修工が必要になると仮定した。設計費は推定額で50万円とした。
本体補修費 ：対策工規模が小さいことに応じた工事費を100万円と推定した。以降も10年毎に小規模な補修工が必要になると仮定した。なお、突発事故による破損の補修は含んでいない。
設備維持費 ：電気料金。現状はトンネル附属施設が無いため発生しない。設置した場合の推定費用は、灯数15～20灯と仮定して月3万円程度。
設備設置費 ：本来は延長50m以上のトンネルには照明灯具が必要。照明灯を設置する場合は、照明設備設計費・設置工事費が別途発生する。

　設計費は約200万円。照明基準通りに設置した場合の工事費はトンネル延長に基づく統計から、2000～3000万円程度と推定する。
　照明光源交換は10年に1度、交換費は更新費の30%。20年で全更新となる。
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作田隧道 L=196.3m　点検結果（1/2）

（１）アーチ及び側壁部の主な変状1

区分

変状

部位

変状区分

箇所

－

判定 Ⅰ及びⅡ（Ⅱb　10箇所）
Ⅱ

（Ⅱb　4箇所）
Ⅱ

（Ⅱb  3箇所)
Ⅰ －

判定
方針

　新たに発生したひび割れは最
大0.3mm程度で比較的軽微なも
のであり、過年度点検で確認さ
れていたひび割れについては、
進行性は認められなかったため
Ⅰに判定する。
　ただし、1.0mm以上開口して
いるものについては継続監視を
目的として予防保全段階として
Ⅱ（監視を必要とする状態Ⅱ
b）に判定する。

　ひび割れの進行及び打音
異常は認められないが、ブ
ロック化を呈するため予防
保全段階としてⅡ（監視を
必要とする状態Ⅱb）に判
定する。

　過年度点検から変化は認
められず比較的安定してい
るものと考えられることか
ら、継続監視を目的として
予防保全段階Ⅱ（監視を必
要とする状態Ⅱｂ）に判定
する。

　その他にもはく落箇所は
認められるが過年度点検時
からの進行等は認められ
ず、叩き落し部は安定して
いることからⅠに判定す
る。 －

　過年度点検からの進行性
は認められず、比較的安定
しているものと考えられる
ことから、予防保全段階Ⅱ
（監視を必要とする状態Ⅱ
ｂ）に判定する。

Ⅱ
（Ⅱb　4箇所）

アーチ部(天端部) アーチ部 －

　小規模なもので進行性等
は認められなかったことか
ら継続監視を目的として予
防保全段階Ⅱ（監視を必要
とする状態Ⅱｂ）に判定す
る。

Ⅱ
（Ⅱb  2箇所)

ひび割れ 閉合ひび割れ 濁音 はく落 該当なし

材質劣化 材質劣化 材質劣化 材質劣化 －

アーチ及び側壁部 アーチ及び側壁部

材質劣化

　ひび割れは、主なものはトンネ
ル横断方向のひび割れ(最大
2.0mm)、アーチ天端の縦断方向
(最大0.5mm)に卓越する。過年度
点検から確認されていたひび割れ
については、開口は認められな
かったが、若干ひび割れの延伸や
新たに発生したひび割れが認めら
れた。　過年度点検で確認されて
いるひび割れは、殆ど進行性は認
められず、緩み土圧や膨張性土圧
といった大きな外力により発生し
ているものでは無く、概ね温度変
化や乾燥収縮等の材質劣化の影響
によるものと考えられる。

　横断方向及び縦断方向ひ
び割れのクロス部や、3方向
からのひび割れにより閉合
しブロック化している箇
所。S003、Ｓ014、Ｓ
015の3スパンに確認され
る。
　閉合された箇所は4箇所認
められたが、過年度点検か
らのひび割れの進行性は無
く、打音異常等は伴ってい
ないため比較的安定してい
る。

　Ｓ002スパンに2箇所、
Ｓ003スパンに1箇所認め
られる。
　過年度点検でも確認され
ており、過年度点検から変
化は認められない。横断目
地部のものは建設時の打設
不良により背面の空洞の可
能性が考えられる。

　Ｓ003、Ｓ004、Ｓ
017(2箇所)スパンに認めら
れる。Ｓ004のものは今回
点検時にうきをハンマー等
で叩き落し処理を実施した
もの。
　Ｓ003アーチ部のものは
木片混入が認められるが、
過年度点検時からの変化は
認められない。
　Ｓ017スパンのものは横
断目地部で溝切り工等の漏
水対策跡と考えられる。過
年度点検からの変化は認め
られない。

③変形、移
動、沈下

－

うき(補修部)

アーチ部

材質劣化

　トンネル建設時に補修さ
れた箇所と考えられる。Ｓ
008、Ｓ011、Ｓ016スパ
ンに4箇所認められ、規模は
概ね0.05m2程度以下と小
さいものが多い。
　若干の打音異常を伴って
いるが、過年度点検でも確
認されており進行性は認め
られなかった。

アーチ部

うき

　Ｓ005右側壁部及び、Ｓ
007、Ｓ010、Ｓ011スパ
ンのアーチ部に全5箇所認め
られ、規模は概ね0.5m2程
度以下と小さいものが多
い。
　Ｓ010左アーチ部に新た
に1箇所確認されたが、その
他のものは過年度点検で確
認されており変化は認めら
れなかった。

S010アーチ部のうき
(木片混入)

　進行性は認められない
が、将来的に落下する可能
性があるため予防保全段階
としてⅡ（アーチ部のもの
は将来的に落下し利用者被
害につながる可能性がある
ためⅡa（重点的な監視）、
側壁部のものはアーチ部よ
りも落下する可能性が低い
ことからⅡb(監視を必要と
する状態)）に判定する。

Ⅱ
（Ⅱa  4箇所（アーチ部））
（Ⅱb  1箇所（側壁部）)

④鋼材腐食

－

②うき、はく離

　対策区分をⅡa判定（予防保全が必要）とした変状は5箇所で、うき4箇所、漏水1箇所である。主な変状は「(閉合)ひび割れ」、「うき、うき(補修部)」、「濁音」、「鉄筋の露出、鋼材露出」等であった。ひび割れ、
うき、濁音等は過年度点検でも確認されており、大きな変化は認められなかった。ひび割れ、うきについては、新たに確認されたものも認められるが、過年度に確認した変状の進行性は認められず、大きな外力（緩み土
圧や膨張性土圧等）に起因する変状は認められない。

Ｈ25点検
時写真
（代表写
真）

Ｈ30点検
時写真
（代表写
真）

－

－

鉄筋の露出

アーチ部

材質劣化

　S001スパンに2箇所認め
られ、2箇所ともに小規模
(L=0.1m程度)なもので補強
筋等の主筋ではなく作業鉄
筋等と考えられる。
　過年度点検でも確認され
ており、露出した鉄筋は腐
食しているが進行性は認め
られなかった。

S001ｱｰﾁ部鉄筋露出
(防錆処理済)

S016アーチ部の
うき(補修部)

①圧ざ、ひび割れ

S003の右側壁部の
ひび割れ(開口2.0mm)

S014アーチ部の
閉合ひび割れ

S003アーチ部の濁音 S017アーチ部のはく落

状況
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作田隧道 L=196.3m　点検結果（2/2）

（１）アーチ及び側壁部の主な変状2 （2）路面及び水路等

区分 箇所

変状 部位

部位 変状

変状区分 変状区分

箇所 箇所

－ －

判定 判定

漏水(にじみ)

アーチ及び側壁部

Ⅱ
（Ⅱb  1箇所)

漏水

　Ｓ017アーチ部に1箇所の
み認められる。
　過年度点検でも確認されて
おり、状況はさほど変化して
いない。

Ｓ017アーチ部の漏水(滴水)
（前回点検時滴水）

　氷柱等の発生により将来
的に利用者の安全性を損な
う可能性があることから、
予防保全段階としてⅡ（重
点的な監視を行い、予防保
全の観点から計画的に対策
を必要とする状態Ⅱa）に
判定する。

Ⅱ
（Ⅱａ 1箇所)

　過年度点検ではトンネルの
ほぼ全スパンに確認されてい
たが、今回の点検では漏水の
規模及び箇所も減少してい
る。
　確認された漏水は横断方向
のひび割れや横断目地から発
生しており、概ねにじみ出し
程度で、利用者の安全性には
ほとんど影響しない。

S002アーチ部の豆板

Ⅱ
（Ⅱb  5箇所)

　利用者の安全性にはほとん
ど影響がないが、監視を目的
として予防保全段階Ⅱ（監視
を必要とする状態Ⅱｂ）に判
定する。

ⅠⅠ

材質劣化

起点側坑口路肩の土砂堆積及び
水路桝の土砂堆積

S009舗装のひび割れ（亀甲状）

　Ｓ002、Ｓ003、Ｓ
004、Ｓ017スパンの漏水
部に認められ、起点側のもの
は土砂堆積を伴っているが小
規模である。Ｓ017スパン
の滴水の影響による滞水部は
10㎡程度と規模が大きい。

　路面凍結等により将来的
に利用者の安全性を損なう
可能性があることから、予
防保全段階としてⅡ（監視
が必要な状態Ⅱｂ）に判定
する。

　現状では利用者に被害
（車両走行に影響）を与え
る可能性は低いと考えられ
るためⅠに判定する。

漏水

　表面的なもので安定してお
り、著しい断面欠損を伴って
いないため、Ⅰに判定する。

Ⅰ

判定
方針

Ⅱ
（Ⅱb  26箇所)

写真無し

漏水

Ｓ002アーチ部の漏水(にじみ)
（前回点検時流下）

目地材劣化

ｱｰﾁ及び側壁部

材質劣化

　ほぼ全スパンの横断目地部
で認められる。
　過年度点検でも確認されて
いる箇所もあるが、状況はさ
ほど変化していないように見
受けられる。

S002横断目地部の
目地材の劣化

　現状では利用者被害につ
ながる可能性は低く、問題
はほとんど考えられないこ
とからⅠに判定する。

⑦その他 路面

　車道舗装はアスファルト舗
装であり、軽微なひび割れが
認められ、Ｓ009スパンに
亀甲状のひび割れが認められ
る。
　過年度点検でも確認されて
おり、状況はほとんど変化し
ていないように見受けられ
る。

状況

ひび割れ

車道車道

滞水

⑤有効巻厚の
不足または減少

豆板(ジャンカ)

アーチ部

材質劣化

　S002アーチ部に1箇所確
認された。
 表面的で小規模なものであ
り、過年度点検でも確認され
ているが進行性は認められな
い。

状況

漏水(滴水)

アーチ部

⑥漏水等による変状④鋼材腐食

判定
方針

鋼材露出

アーチ部

材質劣化

　S011スパンのうきに叩き
落し処理を実施し新たに確認
された。
 トンネルの支保工と考えら
れ露出部は腐食しているが、
露出箇所は0.2m×0.1mと
小規模である。

S011ｱｰﾁ部の鋼材露出
(防錆処理済)

　小規模なものでうきの拡大
等進行性は認められなかった
ことから継続監視を目的とし
て予防保全段階Ⅱ（監視を必
要とする状態Ⅱｂ）に判定す
る。

　漏水については、過年度点検時トンネル全線にわたり認められていたが、今回の点検では漏水の規模及び箇所も減少している。確認された漏水は横断方向のひび割れや横断目地から発生しており、概ねにじみ出し程
度であるが、終点側坑口部Ｓ017横断目地部では滴水が認められる。
　トンネル内のアスファルト舗装は、軽微なひび割れは認められるが、過年度点検時と状況はさほど変化していないように見受けられる。
　なお、附属施設は設置されていない。過年度点検で不安定だった照明灯具は取り外し済み。（道路照明施設設置基準(H19)では、L=50m以上のトンネルは入口照明も含めた照明設備が必要とされている。）

Ｈ25点検
時写真
（代表写
真）

Ｈ30点検
時写真
（代表写
真）

Ｈ25点検
時写真
（代表写
真）

Ｈ30点検
時写真
（代表写
真）
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Ⅰ

0.

0.2
0.3

0.2

0.3

0.3

0.3

0.2

0.3

0.2

0.

0.8

0.8

0.3

0.45

はく落
0.2×0.4

うき
0.6×1.0

0.3

0.3

0.3
0.3

0.35

0.4

0.8

0.2
0.3

0.3

0.2

0.3

0.2

0.3

0.3

0.3 0.3
0.2

0.4

0.5

0.40.4

0.4

0.3

0.3

0.2
0.3

にじみ

にじみ

にじみ

はく落
0.05×0.60

0.2

0.2

0.2 0.3

0.2
0.2

0.4

0.3

0.3

0.2

0.4

0.4
0.4

0.3

0.2

0.4

0.2

0.4

0.2

0.5
0.3

0.8

0.2

0.3

0.6

0.2

0.9

0.3

0.3 0.5

0.3

にじみ

濁音
1.60×0.20

はく落
0.05×0.30

はく落
0.10×1.20

鉄筋露出
0.05×0.10

欠損
0.05×0.50

鉄筋露出
0.10×0.10

0.2

0.3

0.3

0.20.1 0.3

0.3

0.6

0.4

0.3

0.3

0.5

0.4

0.3

0.3

0.2
0.2

0.4

0.4

0.3

0.4

0.3

1.0

2.0

はく落(木片混入)
0.3×0.3 はく落

0.70×0.05

はく落
0.30×0.05

はく落
1.90×0.10

はく落
0.05×0.10

濁音
2.40×0.60 はく落

0.40×0.05
0.2

0.6

0.1

0.3

1.0

0.4

0.2

0.3

0.6

1.1

0.2
にじみ

にじみ

10m0m 20m 30m 40m 50m 60m

S001

10.20m

S002

6.20m

S003

19.80m

S004

19.60m

S005

10.50m

起点からの距離

16.4m

起点からの距離

36.2m

起点からの距離

55.8m

起点からの距離

10.2m

Ⅱ

滞水
0.5×2.1
Ⅱ

滞水
0.7×1.6
Ⅱ

滞水
0.9×2.0
Ⅱ

3.2×0.8
にじみ

3.5×0.1

滞水
0.8×2.3
Ⅱ

0.7×0.1
Ⅱ

Ⅱ

2.0cm
段差

Ⅱ

Ⅱ

0.3 Ⅰ

0.2

0.2

目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ

0.2

目地材の劣化
12.1×0.05

目地材の劣化
12.1×0.05

1.0×0.1
にじみⅡ

1.0×0.2
にじみⅡ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ 目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ Ⅰ

うき→はく落
0.1×0.1

ⅠⅡ

にじみ
2.7×0.5
Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ

にじみ
5.4×0.5
Ⅱ

0.8 にじみ
0.2×

Ⅰ

Ⅰ

0.8×0.2
にじみⅡ

目地材の劣化

写PS-1

写1-1

写1-2

写1-3

写1-4

写1-5

写2-2
写2-1

Ⅰ 写2-4はく落
0.40×0.10

0.8

0.8×0.2
にじみⅡ

写2-3

濁音
1.00×0.50

Ⅱ

0.2

0.2

Ⅰ

豆板
0.05×0.30

写2-9

にじみ

Ⅰ写3-6

Ⅱ

添架物腐食

写3-3

写3-4

写3-2

写3-5
0.4

写3-7
閉合ひび割れ
0.05×0.05
Ⅱ

Ⅰ

写3-9

写3-11

Ⅱ

Ⅱ写3-1
0.2

写4-1

写4-2

写4-3

0.4

0.4

写4-4

0.4

0.5Ⅰ

写4-5

にじみ
1.8×0.3

Ⅱ

写4-6

0.7
Ⅰ
写4-7

写4-8

写5-2

写5-1

写5-4

写5-5

写5-6

写5

Ⅱ流下

0.5×0.1
にじみ

写2-12

写2-13

写2-6

Ⅰ写2-5

写2-7

写2-8

写2-10

写2-11

Ⅱ

写3-10

写3-8

0.3
0.3

にじみ

にじみ

0.4

0.2

作田隧道変状展開図 (1/2) S=1/200

起点側

Ⅰ

Ⅱ

0.3

0.2

0.6

0.3

0.5

0.3

0.3

0.4

0.2

0.3

0.5

0.3

うき
0.60×0.20

0.1

0.2

0.30.3

0.3
0.3

0.2
0.2

0.2

0.1
0.2

0.9

1.0

1.2

にじみ

はく落
0.35×0.20

0.2

0.4

0.2

0.6

0.1

1.0

1.0

1.2

0.3

にじみ

0.15

0.3
0.30.3

0.3

0.2

0.3
0.4

0.3

0.3

0.1

0.9

0.8

0.8

にじみ

にじみ

0.1

にじみ

うき(補修部)
0.1×0.3

0.3

0.3

0.3

0.1

0.3
0.2

0.6

0.2

0.3

0.2

0.3

0.4

0.3

0.3

0.3

0.2

0.1

1.3

0.4

0.4

0.15

0.3

0.2

0.3

0.2

0.2
0.4

0.2 0.3

0.2

0.2

0.3 0.3

0.3

0.3

0.3

0.2

0.1

0.5

0.3

0.6

にじみ

にじみ

(内部木片)
0.60×0.20

0.2

0.2
0.3

0.2

0.3

0.3

0.3

0.2

0.3

0.2

0.5

0.8

0.8

0.3

0.45

はく落
0.2×0.4

うき
0.6×1.0

0.4

0.5

0.3

0.3

はく落
0.05×0.60

3.0

0.3

0.2

0.2

0.2
0.2

60m 70m 80m 90m 100m 110m 120m

S005

10.50m

S006

10.50m

S007

10.50m

S008

10.50m

S009

10.50m

S010

10.50m

S011

10.50m

起点からの距離

55.8m

起点からの距離

66.3m

起点からの距離

76.8m

起点からの距離

87.3m

起点からの距離

97.8m

起点からの距離

96.6m

起点からの距離

118.8m

うき→鋼材露出
（背面支保工）

Ⅱ Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

0.2×0.1

目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ 目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ 目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ 目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ

にじみ
2.7×0.5
Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ

にじみ
5.4×0.5
Ⅱ

0.8 にじみ
0.2×0.1

Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ

木片
0.05×0.1

0.2

0.3

にじみ
0.2×0.6
Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ

0.3

にじみ
1.0×0.1
Ⅱ

Ⅱ

Ⅰ

にじみ
5.3×0.2

Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ Ⅰ

にじみ
3.3×0.6

Ⅱ

目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ

0.3

うき
0.7×0.2
Ⅱ

Ⅰ

0.3

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

にじみ
3.0×0

ひび割れ Ⅰ
0.6×3.6

1.0×0.2
Ⅱ

うき(補修部)
0.1×0.1

Ⅱ

写4-3 写5-3写5-2

写5-1

写5-4

写5-5

写5-6
写5-7

写5-8

写6-1

写6-2

写6-4

写6-5

写7-1

写7-2

0.3

うき
0.80×0.40

Ⅱ

はく落
0.10×0.05

0.3

写7-3

写7-4

写7-5

にじみ
0.2×0.5

写7-6
写7-7

写8-3

写8-2

写8-1
写8-4

0.3

写8-5

写8-6

写8-7

写8-8

にじみ

写9-1Ⅱ

写9-2Ⅰ

写9-3

写9-4

写9-5

写10-2

写10-1

写10-3

うき

写10-4

写10-5

写11-1

写11-3

写11-5

写11-

0.6
Ⅰ 写11-7

写10-6

3.0

Ⅱ

0.2

0.2
Ⅰ 写6-3
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終点側

目視点検での変状種類表 示

圧ざ

うき・はく離
（ハンマー打診異常箇所）

施工目地

コールドジョイント

5.0

2.0

滴水(漏水量リットル/分)

にじみ

骨材の露出（豆板）

はく落・欠損

0.5L/min

鉄筋露出

溶脱物（遊離石灰など）

凡 例

劣化 附属物（異常箇所）

その他の変状

写真番号（スパン-写真番号）

塗装ひび割れ
ひび割れ(0.3mm)未満

目視点検での変状種類表 示 目視点検での変状種類表 示

矢印側突出、数値は段差(mm)

数値はひび割れ開口幅(mm)
段差

ひび割れ(0.3mm)以上

滞水・氷盤・堆砂（土砂堆積）

写○-○

※ 旧変状については灰色で記載。

Ⅰ

はく落
0.20×0.20

はく落
0.20×0.30

0.3

0.1

0.15

0.1

うき(補修部)
0.1×0.2

うき(補修部)
0.2×0.4

0.3

0.2

0.2

0.2

0.3

0.3

0.4

0.1

0.3

0.1

0.35

0.3

0.2
0.2

0.3

0.4

0.1

0.2

0.8

0.3

0.3

0.3

0.2

0.2

0.2

0.2

0.3

0.3

0.2

0.3

0.2
0.3

0.4

はく落
0.3×0.5

はく落
0.10×0.40

はく落
0.3×1.3はく落

0.1×0.6

はく落
0.1×1.5

にじみ

0.3

3.0
3.0

滴水

0.3

180m 190m

S017

8.50m

S018

6.00m

起点からの距離

181.8m

起点からの距離

190.3m

起点からの距離

196.3m

20ml/min
Ⅱ

滞水
13.8㎡
Ⅱ

Ⅱ

0.8
Ⅰ

Ⅰ

周辺にじみ

Ⅰ

Ⅱ

写16-3

写16-4

0.4

Ⅰ写17-1

はく落
0.10×0.10

はく落
3.50×0.20

写17-2

写17-30.4

写17-4
0.2

写17-7

写18-1

写18-3

0.3
Ⅰ

写18-4

4.3×1.0
にじみⅡ

写18-2
にじみ
0.2×1.4

Ⅱ写PE-1

にじみ
0.2×1.4

Ⅱ写PE-2

0.3

0.3
Ⅰ

写17-6

はく落
3.60×0.20

写17-5

Ⅰ 0.7

Ⅰ

Ⅱ

0.3

0.1
0.1

0.2

0.2

0.3

0.2

0.1

0.15

0.1

0.3

1.3

0.3

0.8
うき(補修部)
0.1×0.2

うき(補修部)
0.2×0.4

0.2

0.2

0.2

0.3

0.3

0

0

0.35

0.2

0.4

0.3

0.4

0.3 0.3

0.1

0.2

0.3

0.3

0.2

0.3

0.1

0.2

0.3

0.2

0.3

0.3

0.3

0.7

1.5

0.2

0.2

0.1

0.3

0.2

0.2

0.4

0.3

0.4

0.3

0.8

0.3

にじみ

にじみ

0.3 0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.1

0.2
0.15

0.8

0.2

0.3

0.4

0.3

0.30.2

0.2

0.40.30.2

0.2

0.30.2

0.2

0.4

0.2

0.2

0.2

0.3

0.40.2

0.2

0.1

0.15

0.2
0.3 0.45

0.2

0.15

0.3

0.15

0.3

0.3

0.2

0.6

0.3

0.5

0.3

0.3

0.4

0.3 0.3

0.2

0.3

0.5

0.4
0.4

0.3

0.3

0.3

うき
0.60×0.200.3

0.2

0.3

0.2

0.2
0.3

0.5

3.0

0.3

閉合ひび割れ

閉合ひび割れ

120m 130m 140m 150m 160m 170m 180m

S011

10.50m

S012

10.50m

S014

10.50m

S013

10.50m

S015

10.50m

S016

10.50m

S017

8.50m

起点からの距離

118.8m

起点からの距離

129.3m

起点からの距離

139.8m

起点からの距離

150.3m

起点からの距離

160.8m

起点からの距離

171.3m

起点からの距離

181.8m

うき→鋼材露出
（背面支保工）

滞水
13.8㎡
Ⅱ

Ⅱ

0.2×0.1

Ⅱ

目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ

0.3

Ⅰ

目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ

にじみ
3.0×0.2

Ⅱ

目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ

Ⅰ

にじみ
1.9×0.2
Ⅱ

Ⅱ

目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ

2.8×0.2
Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ
0.5

0.4 Ⅰ

Ⅰ

にじみ
0.6×0.3

Ⅱ

にじみ
0.5×0.1
Ⅱ

目地材の劣化
12.1×0.05

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

0.8
Ⅰ

うき(補修部)
0.1×0.1

Ⅱ

0.4×0.6
Ⅱ

閉合ひび割れ
0.3×0.6

Ⅱ

0.2×0.2

Ⅱ

写10-2 写11-2

写11-1

写11-3

写11-5
写11-4

写11-6

0.6
Ⅰ 写11-7

写10-6

写12-2

写12-1

写12-3

Ⅰ

写12-4

写12-5

写13-2

写13-1

写13-3

にじみ

写13-4

写13-5写13-6

写14-1
写14-2 0.3

写14-3

写14-4

写15-2

0.3

0.8

写15-1

0.2

写15-3

0.5
写15-4Ⅰ

Ⅰ写16-1
0.2

写16-2
Ⅱ

写16-3

写16-4

写16-5

0.4

写17-1

はく落
0.10×0.10

写17-30.4

写17-4
0.2

写17-7

0.3

0.15

0.2

0.3
0.5

は
3.60×0

写1

作田隧道変状展開図 (2/2) S=1/200
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■トンネル診断書

種別 スパン 実施日 備考

点検 全線 H25.10 総点検
保守 全線 H25～30照明灯具撤去
点検 全線 H30.9 初回定期点検

・当トンネルで確認された変状は、「ひび割れ」「うき」「はく落」「漏水(滴水～にじみ)」等であった。
・外力の作用による変状は認められず、緊急及び早期に対応が必要となる判定Ⅳ及びⅢは該当無し。

・Ⅱa判定5箇所（予防保全-重点監視、または対策）
　うき4箇所(アーチ部のうき)、漏水(滴水で路面滞水を伴う)1箇所（S017）

・Ⅱb判定56箇所（予防保全-監視)
　ひび割れ10箇所（新たに発生したものや若干の開口が認められるもの）、
　うき5箇所(側壁部)、漏水(にじみ)26箇所。

・Ⅰ判定は「ひび割れ」最大開口2.8mm(3.0mm以下)で進行が認められない軽微なもの、はく落、目地材劣化等。

 ・緊急性はないが、進行すれば利用者被害につながる可能性がある変状を、判定Ⅱaとして抽出した。

・Ⅱa判定5箇所は、重点的な監視を行い、必要に応じて予防保全の観点より対策の検討が必要である。
・対策工を実施しない場合は、重点的な監視（2年を目安に近接目視）を基本とする必要がある。

・Ⅱb判定については、日常巡視等による状況を把握することに努めること。

Ⅲ Ⅳ

実施内容

点検時の診断結果、又は措置後の診断結果

点検時の申し送り事項、又は措置後の申し送り事項

措
置
後

材質劣化 Ⅱ Ⅲ Ⅳ 附属物の
取付不良

漏水 Ⅱ Ⅲ Ⅳ
トンネル毎
の健全性外力 Ⅱ

劣化損傷写真 覆工スパン番号 変状番号 調査・措置・補修・補強履歴

－
外力 Ⅱ 0ｽﾊﾟﾝ Ⅲ 0ｽﾊﾟﾝ Ⅳ 0ｽﾊﾟﾝ

トンネル諸元 無し
車道内空断面(㎡） 18.3

漏水 Ⅱ 32箇所 Ⅲ 0箇所 Ⅳ 0箇所

0箇所 Ⅳ 0箇所

トンネル毎
の健全性 Ⅱ 附属物

の健全性

完成年次 1972年

変状区分毎
の健全性

材質劣化 Ⅱ 29箇所 Ⅲ

全幅員(m) 4.1

車道幅員(m) 3.6

不明
今回点検内容

近接目視、打音
検査、触診

今回点検業者 株式会社復建技術コンサルタント

ﾄﾝﾈﾙ分類 陸上トンネル矢板工法 大型車混入率 不明 迂回路の有無

トンネル延長(m) 196.3 交通量(台/12h) 不明 緊急輸送路指定

不明 今回点検者 山下　智士

市町村番号 02402 地区名 七戸町管内 トンネルＩＤ 40.7156806,141.0585639

今回点検開始日 2018年9月18日

名　称 作田隧道 前回点検開始日 2013年10月3日

フリガナ サクタズイドウ 路線名
(路線番号)

作田防災ダム線 管理者名 青森県七戸町

判定Ⅱaの変状例 アーチ部のうき

判定Ⅱaの変状例 滴水で路面滞水を伴

う


